
社
会
で
介
護
を
支
え
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
介
護
保
険
制

度
が
実
施
さ
れ
て
17
年
に
な
る
。
こ
の

間
、
数
度
の
法
改
正
が
行
わ
れ
た
結
果
、

利
用
が
狭
め
ら
れ
、
保
険
料
負
担
も
増

え
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
家

族
に
不
安
を
与
え
て
き
た
。
特
に

２
０
１
４
年
の
改
正
で
は
、
地
域
や
在

宅
介
護
の
依
存
度
を
強
め
、
介
護
を
理

由
に
全
国
で
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
人
が
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。

新
年
度
か
ら
は
要
支
援
１
・
２
の
サ
ー

ビ
ス
は
「
新
総
合
事
業
」
と
な
り
、
町

が
実
施
主
体
に
変
え
ら
れ
た
。
事
業
所

も
介
護
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
経
営

難
や
人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

改
善
を
図
る
た
め
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

(1)
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
と
、
新
総
合
事

業
の
実
施
内
容
は
。

(2)
介
護
施
設
の
待
機
者
の
現
状
、
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
の
空
き
状
況
、
ま

た
所
得
に
応
じ
て
入
所
で
き
る
特
養
等

の
増
設
は
。

(3)
介
護
事
業
所
の
人
材
不
足
の
現
状
と

支
援
策
は
。

(4)
第
７
期
計
画
の
保
険
料
負
担
と
、
国

の
責
任
で
介
護
保
険
事
業
を
行
う
よ
う

働
き
か
け
を
。

(1)
昨
年
12
月
の
介
護
サ
ー
ビ

ス

の

実

利

用

者

数

は
、

全

体

で

１
２
８
１
人
。
要
介
護
等
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
利
用
率
は
78
・
４
％
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
要
支
援
１
・
２

の
実
利
用
者
数
は
３
３
７
人
、
利
用
率

64
・
９
％
。
要
介
護
１
か
ら
５
の
実
利

用
者
数
９
４
４
人
、
利
用
率
84
・
７
％
。

サ
ー
ビ
ス
種
別
ご
と
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
延
べ
利
用
者
数
で
、
居
宅
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
数
９
７
５
人
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
３
９
５
人
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
１
７
３
人
。

要
介
護
等
認
定
者
に
占
め
る
サ
ー
ビ
ス

種
別
ご
と
の
利
用
割
合
は
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
59
・
７
％
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
24
・
２
％
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
10
・
６

％
と
な
っ
て
い
る
。
要
支
援
１
・
２
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
た
訪
問
介
護
、
通

所
介
護
が
新
し
い
総
合
事
業
に
移
行
す

る
。
そ
の
他
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
も
４
月

に
設
置
す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
携
し
、
早
期
に
提
供
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
。

(2)
町
内
の
特
養
１
か
所
と
地
域
密
着
型

特
養
３
か
所
の
待
機
者
数
は
、
２
月
末

時
点
で
１
０
２
人
。
特
に
入
所
の
必
要

性
が
高
い
、
要
介
護
４
・
５
の
待
機
者

は
45
人
、
そ
の
う
ち
入
院
や
他
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
39
人
を
除
く
と
、
６

人
が
在
宅
で
入
所
待
機
さ
れ
て
い
る
状

況
。
老
健
施
設
１
か
所
の
待
機
者
は
２

人
。
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
２
か
所

の
う
ち
、
定
員
１
０
０
人
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
16
室
の
空
き
が
あ
る
。
特
養
、

老
健
施
設
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
世
帯

の
課
税
状
況
や
本
人
の
所
得
状
況
に
よ

り
、
食
事
や
居
住
費
の
負
担
限
度
額
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
所
得
に
応
じ
た
負

担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。
次
期
計

画
の
施
設
整
備
は
、
今
後
の
各
種
調
査

や
十
勝
管
内
の
整
備
枠
の
動
向
な
ど
に

留
意
し
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。

(3)
町
内
の
事
業
所
の
現
状
は
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
が
、
十
勝
全
体
で
検
討
を

進
め
る
上
で
も
、
各
事
業
所
の
実
態
把

握
に
努
め
た
い
。
処
遇
改
善
と
人
材
確

保
は
、
基
本
的
に
は
国
や
北
海
道
の
役

割
と
な
っ
て
い
る
。

(4)
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
を
的
確
に
見
込

み
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
保
険
料
が
抑

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
こ

れ
ま
で
も
北
海
道
町
村
会
に
お
い
て
、

介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
の
要
請
活
動
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

次
期
計
画
で
の
介
護
保
険
料

の
算
定
に
は
、
町
民
の
負
担
を
極
力
下

げ
る
方
向
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

現
段
階
で
は
、
希
望
的
な
観
測
は
申

し
あ
げ
ら
れ
な
い
。
ま
ず
は
数
字
を
し

っ
か
り
精
査
し
、
見
込
ん
だ
上
で
、
保

険
料
を
算
出
し
て
い
き
た
い
。

答問
町
内
事
業
所
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

第
７
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
る

介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
課
題
は

■ 一 般 質 問 ■ 

⓳
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中橋　友子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）


